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平成 1 5 年7 月 7 日

米穀の需給及び価格の安定に関する基本指針に関する意見

小無 竹 彦

1 動 向視 〈票)に ついて

(1)高 い者および高い単身者の需要動向について

米の消費に関する動向では子どもや若年層の動向が話題になりがちですが

前回分科会資料314jの表 I-1-2に もありますように 米 の一人当り消費量

の済少率が高い50歳以上の用 と りわけ高い者層の需要動向に関する研究を急

ぐ必要があると考えます。とくに今後急増が予測されている高静単身岩層につ

いては、現状のまま推移すると ニ ーズがあるにも関わらす 「米離れJが 進む

可能性がありま九 人口推ttによれば 早 ければ来年度をピークに日本全体が

人日減少社会に入る一方 高 齢者人日は今後も増加していくことになっていま

す。高静者および高静草身者の需要が今後の需要動向を大きく左右するひとつ

の要因にもなりうると考えられ 今 後の 「消費拡大などに向けた取組Jに おい

ても対応策を検討していく必要があると考えます。

(2)者 年層の予=動 向について

米の消費に関する者年層の需要動向では、学校浩食において米飯給資が広く

浸透してきている現状を正しく情報提供するとともに す でに米飯給食世代が

若年層を補成していることから そ の後の食生活との因具関係についても研究

を図つていく必要があると考えます。年齢円目別分析だけでなく コ ーホー ト

分析が必要だと思います。

(3)米 のと時について

米のを庫のなり方については 「米はます人が食べる食料として生産されるJ

という点から 保 有 販 売期間が長期化していると産の問題を考える必要性を

感じます。一定の備書の必要性はありつつも 長 期化した場合には魔栞ないし

廃栞同様の取ユいをせぎるを得ないことを踏まえ 財 政負担の視点もあわせて

考慮するならば 通常の食生活で使えないような長期を庫 (一般の市場では 「不

良在庄Jと呼ばれる)を経力うまないための努力が強く求められると思いまえ



2 今 後の需要見通し等の考え方について

(1)基 本的考え方

『今後の需要見通し等の考え方』については そ の前握として 『米政策改革

大綱』及び 『生産調整に関する研究全報告』における基本的考え方を踏まえる

必要があると考えます。すなわち

F米攻策改革大欄』より

「国は 公正 中 立な第二者機関的な組織の助言を得て 透明な手続きの下に

需給情報を策定し公表する。J

「生産数量を調整する方式へ転換する。生産数量の目標は 各 観的な需要予測

を基礎に設定する。J

『生産調整に関する研究会報告』

「米の需要畳予測と生産目察数量の策定に関して 第 二者機関的な組織におい

て 国 が可能な限り客観的な岳霊予測を策定できるよう ま た国及び座茉者団

体ができるだけ需要に応した生産目標数量を都道府県に自分できるよう そ れ

ぞれに対して必要な助言を行う。J

「生産目標数量は 需 要に応した生産と価格の安定が図られるよう 客 観的な

需要予測を基礎に設定する J

を 基 本的な考え方におえる必要があります。

したがつて 本 分科会に求められることは

①公正 中 立な第二者機関的な組機として、自らの主体的な責任を自覚して

必要な助言を行うこと

②手続きの透明性を確保すること

③できるだけ客観的な需要予測をめぎすこと

と考えます。

(2)需 要重 (実績)に ついて

第 1回分科会資料3(5)の 「1 需 要重 (実績)に ついてJは  基 本的にすで

にL88を されている内容であり 妥 当なものと考えますが 問 題は 「別紙 1」

にある計算結果です。



11年 産 12年 産 13年 産

需要量 (万トン) 8 7 6 9 2 4 862

増減 (万トン) + 4 8 1     ▲ 6 2

※小数点以下切り猪て

上記の数値は、動向編 (案)が 示しているデータ (グウントレンド)と 明か

に矛盾しており そ の要因を明強にする必要があります。具体的には 流 通段

階にある中問在庫の状況に起因するFP5題と考えられますが い ずれにしても

その問題点をどう是正するのか 「需要見通しJの 手法においてどう考慮するか

を検討する必要があります。データが一人歩さする危険性も考慮して 一 般の

国民にも重解できるような 「わかりやすい説明」が必要と考えます。

(3)需 要見通しについて

「2 需 要見通しについて」では 全 国の需要見通し及び都道府県〕1の需要

見通しの手法として そ れぞれ4つ の手法が提示されています。手法を検討す

るにあたつて 留 意して頂きたい事項としては 以 下の鷲点があります。

O前 記の基本的考え方にそって 客 観的なデータで構成され 主 観的な意図が

入らないようにすること。また 一 般の国民にも理解できるようなわかりやす

いものとするために 可 能な限り柄慕なものとすること

②前記の需要量 (実績)の 問題点を踏まえたものであること

③それぞれの手法についてメリット ア メリットを整理し、可能であれ,ま事務

局としての判断案も握示するなど で きるだけ前提条件を整理した上で 分 科

会での判断を抑げるようにすること

④需要変動に対して俊敏に対応することができない残柴生産の特殊性に鑑み

需要見通しを設定する際には ト レンド自体は中長期的な視野を持つてできる

だけ安定的なものとできるようにし 短 期的なデータによつて乱高下するよう

なことが避けられるように8底 すること

⑤現在存在するデータに伴う制約があって本来ある本き姿にできないような場

合には 当 面の手法とデータが一定程度蓄積された段階ての手法を区分けして

考える柔転性も持つこと

以上の点を踏またつつ 分 科会でできるだけ望ましい手法を 採 用していく

ことが求められると思います。

以上



平成 15年 7月 7日

米穀の需給及び価格の安定に関する基本指針に関する意見

委員名 立 花 宏

1 動 向編(案)について

(意見)

① 基本的には資料3(2)の柱立てで良いと思うが、内外価格差の動向や財政負
担の多寡についても触れておいてもらいたい。
② 資料3(1)の基本方針の活用方法に関連して一般消費者のニーズのみに限定
するのでなく、増大する外食産業や力口工産業の動向やニーズも取り上げても
をうV )ヽ(1レヽ。

2 今 後の需給見通し等の考え方について

(意見)

①都道府県別に生産と需要が如何にマッチしているか否かをデータで語らせ
ることは大変緒構なことと考える。但し、同じ県内産といっても良質米の産
地とそうでない地域があり、その辺をどう判断するかも課題ではないか。っ
まり同T県 内についても各市町村毎に生産と需要のマッチング状況をみる
ことが必要となるのではないか。



平成 15年 7月 7E

米難の需給及び価格の安定に関する墓水指針に関する煮厚

磨 尾 益 也

動向編(異)について

大きな柱として 「中長期的な米の需給動向J「 直近の米の需給動向」 「米の輸

入に関する動向」の3つ があり、それてれに米の消費 生 産 需 給 流 通 輸

入等に区分されて細かく規明をきれているが 消 費畳てみると 「食生活の変

化」イ少子高齢化」等 今 後 「増」となる軍困が見つからない。又、生産部分

では 「耕作地の放棄J「 員家の高齢化 後 継者不足」と厳しい現実がある。今

後とも好転する材料が見当たらないのが現状である。
一方 集 荷販売に目を向けると 「宛れる米」「売れない米Jと 窪地により、今ま

で以上の厳しい状況が考えられ 更 に作穏状況によっては 大 きく変動するこ

とも考えられる。「消費」「生産」「需給」をどのようにうまくリンクきせていく

かが 大 変難しい問題であり、「小委員会」「事P]委員会」的なものを作り、き

め細か(横斜していく必要がある。

今後の需給見通し等の考え方について

需要員の把握については、新米出回り期の6月末在庫を起点とするのは 東 情

に合致しており、時PJ3的にはタイムリーであるが、全国の生匿数量(各産地都道

府県の意向 販売戦略等)販 売業者の抗通在庫(西売としての商戦略等)の正確

的環な把握がキーボイントであり そ れをいかに需給見通しに反映させるかが

大きな課題であると考える。
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米段の需給及び石そのチぞに開する基本指年に関する意見

吾貞名ち】Cめ支チ

1 動 向編 (茶)に ついて

(意見)
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2 今 後の需給見通し等の考え方について

(言見)
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追加の御意見がある岩合は 平 成15年7月 7日 (月)ま でにFAX(0336082467)

等にて御提出下さい。




